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4．遺伝子治療臨床研究の概要について 

 

私たちの計画している遺伝子治療は、以下のとおりです。この臨床研究は、

三重大学大学院医学系研究科 遺伝子・免疫細胞治療学（タカラバイオ株式会

社との産学連携講座）とタカラバイオ株式会社（本社：滋賀県大津市瀬田）と

の共同研究に基づいて、三重大学医学部附属病院で実施します。 

 

１）食道癌に癌抗原（本臨床研究で標的としている癌抗原を「MAGE
メ ー ジ

-A4」と

いいます）が発現し、白血球の型が「HLA-A2402」である患者さまから

末梢血（「末梢血」とは血管の中を流れている血液のことをいいます）中の

リンパ球を採取します。 

２）採取した末梢血中のリンパ球に、MAGE-A4 を認識するアンテナ（これを

「T 細胞受容体：TCR」といいます）の遺伝子を、レトロウイルスベクタ

ーという運び屋を使って導入します。 

３）TCR 遺伝子を導入したリンパ球を体外で培養して数を増やした後に、再び

患者さま自身に投与します。 

４）MAGE-A4 ペプチド（蛋白の小さいもので、9 個のアミノ酸からできたも

の）を投与し、患者さまの体内での TCR 遺伝子導入リンパ球の活性化（あ

るいは増殖）を図ります。 

５）癌細胞を認識するアンテナ（TCR）を発現した細胞が、患者さまの体内で

活性化され、癌細胞を攻撃・破壊することが期待されます。 
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